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実践研究報告No.1926 

公共空間の活⽤を通した公共空間の活⽤を通した
コミュニティプラットフォーム形成
―川崎市宮前区を対象地とした「まちかどシェア」の実践―

⼤都市郊外の典型的ベッドタウンである川崎市宮前区において，
公園等の公共空間で住⺠主体のコミュニティプラットフォームによ
る「まちかどシェア」を展開した。屋外の公共空間で地域の各種活
動が集合して可視化されることにより 様々な活動主体が偶発的に結

宮前まち倶楽部 代表/辻 ⿇⾥⼦
渡邉 秀樹、藤牧 功太郎、加藤 聖

動が集合して可視化されることにより,様々な活動主体が偶発的に結
びつき,活動が継続発展する創発が⽣まれ,コミュニティの活性化が
図られた。コミュニティプラットフォームの形成とその運営が重要
であることが確認され,その担い⼿（プラットフォーマー）や運営⽅
法等を考察しブックレットにまとめた。これは郊外住宅地の重要課
題であるコミュニティ再⽣の⽅法として有望である。

ど

1. 活動の背景
1.1 建築物省エネ法と「省エネ基準」

「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律」
（2015年公布 以下 建築物省エネ法）にもとづく省

図2-1 まちかどシェア概念図

（2015年公布，以下，建築物省エネ法）にもとづく省
エネルギーのための建築関連の基準（以下，省エネ基
準）は，住宅について，国内を８地域に区分し，地域ご
との建築の内外の境界（外⽪）に関する基準値を定め，
算定される設計⼀次エネルギー消費量が基準値を上回ら
ないものとしている。

本稿執筆時点（2019年10⽉）で，300㎡以上の建築
物の新築，増築の際の届出の義務付け，「住宅トップラ
ンナー制度」（年間150⼾以上を供給する住宅事業者に
遵守を促す）等により「省エネ基準」が推進されている。

1.2 沖縄県（８地域）における問題点
この省エネ基準はＵA値（外⽪平均熱貫流率）とηAC

値（冷房期の平均⽇射熱取得率）の基準値を地域ごとに
定め，基準値を越えないことを求める（以下，外⽪基準
注１）） 沖縄県（省エネ基準の区分の８地域）の外⽪

資料1 省エネ基準と沖縄モデルの違い

の研究会の活動を通じて 沖縄の気候⾵⼟に適応し省エ注１））。沖縄県（省エネ基準の区分の８地域）の外⽪
基準は，ＵA値の基準値はなくηACが3.2以下としてい
る。

沖縄県においては，現⾏の外⽪基準が⽰されて以降，
沖縄の建築設計者が通常の⽅法と考えている住宅設計の
多くが外⽪基準に適合しないことが指摘されるように
なった。

さらに筆者らは特定⾮営利活動法⼈・蒸暑地域住まい

の研究会の活動を通じて，沖縄の気候⾵⼟に適応し省エ
ネネ性能を⾼めた住宅が外⽪基準に適合問題を指摘して
きた。

また、沖縄県は2017年度に「沖縄らしい気候⾵⼟適
応住宅形成事業」を実施し，蒸暑地域住まいの研究会が
その作業に関与した。その際，県内の⼀般的な住宅の
ηACが⼤幅に3.2を越えること，さらには，沖縄県，環
境省，国⼟交通省それぞれのモデル事業で環境への適応
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1.実践活動の背景と⽬的
1.1 郊外住宅地の⼈⼝構成の変化と課題

我が国は2007（平成19）年にすでに65歳以上の
⾼齢者⼈⼝⽐率が21％を超える超⾼齢社会に突⼊し,
その後も⾼齢者数は増加の⼀途をたどっている⽂1)。
本実践活動の対象地である川崎市宮前区は,都⼼まで
45分以内の郊外であるが,超⾼齢化による⾼齢者数が
2005（平成17)年では2 6万⼈だったのに対し 20182005（平成17)年では2.6万⼈だったのに対し,2018
（平成30）年にはその倍の５万⼈を超え,また単独世
帯,夫婦のみ世帯及び夫婦ともに65歳以上の世帯も増
加している⽂2)。

加えて我が国の都市部においては,⽣涯未婚,離婚及
び死別による単⾝独居⾼齢者が増加しており,この傾
向は郊外部へと拡⼤しつつある。核家族化の進⾏や
単⾝独居⾼齢者の増加は地域コミュニティの希薄化
をもたらし,「孤⾷」や「孤独死」等が社会問題とし
てクローズアップされている。超⾼齢社会の時代に
こそ地域の中に多様な⼈的交流の機会と場が必要で
あり,地域コミュニティを再構築することが強く求め
られている。

特に転出⼊等の⼈⼝の異動が多く また多くの住⺠特に転出⼊等の⼈⼝の異動が多く,また多くの住⺠
が通勤通学で地域を⽇中離れている郊外部では,それ
が喫緊の課題となっている。⼀⽅で,今後はコロナ禍
による在宅勤務の進展等がコミュニティにもたらす
影響も考慮していく必要がある。

1.2 ⼈と⼈とを遮断する現代住環境の構造
本実践研究の対象地である川崎市宮前区は,郊外住 写真3-1 ダンボール図書館の本を⼿に取る親⼦

宅地として⾼度成⻑期において鉄道の延伸とともに
多くの住宅,なかでも集合住宅が数多く整備されてき
た住宅地である。

集合住宅は物理的には住⺠と住⺠が極めて近接し
ている⼀⽅でプライバシーを重視した構造で居住者
の孤⽴を⽣じさせやすい構造となっている。かつて
の住居には「軒先」,「縁側」及び「⼟間」のような
他の⼈々との交流を⽣み出すような空間があった

特に近年では,⾏政が直接⾏ってきた公共施設の管
理運営から,指定管理者制度の導⼊による効果的効率
的運営が⽬指されている。また,物理的な維持管理に
加え,例えば⼀定の条件の下での路上オープンカフェ
等,規制の緩和が図られている。住⺠が主体的に公共
施設の管理運営に参加していくことも潮流となりつ
つある他の⼈々との交流を⽣み出すような空間があった。

また街区の道路も「向こう三軒両隣」の考え⽅で真
ん中の道路を共通の「庭」のような空間として使⽤
していた。さらに雑⽊林,⼊会地及び空き地のように
共⽤空間のような場所も多く存在していた。こうし
た場所が交流の機会と場として活⽤され,顔の⾒える
関係が形成される等のコミュニティの基盤となって
いたと考えられる。しかし郊外住宅地の宅地開発に

つある。

1.4 本実践研究の位置づけと⽬的
筆者らはこれまでに「公園を活⽤した住⺠主体の

コミュニティプラットフォーム：川崎市宮前区を対
象地としたまちかどマルシェの実践」（2017-
2018）を⾏った。公園等の公共空間にまちの多様な
活動や主体（「まちの資源」）を集め,主体相互に,ま

伴ってこうした場は失われ,⼀⽅で防犯やプライバ
シーなど外部と遮断された住宅が供給され,孤⽴化を
招きやすい住環境となっている。

1.3 コミュニティ形成の場としての公共空間の活⽤
コミュニティ形成に資する場を設けていく⽅法と

して,⾝近な公園や広場等の既存の公共的施設の活⽤
を図っていくことが有望である 公園は住宅地の⾃

た住⺠に,それら資源を可視化する「まちかどマル
シェ」通じて,活動間の連携や住⺠との新たな関係性
を⽣み出すなど,創発（下記概念③参照）によるコ
ミュニティ形成を⽬指してきた。本実践ではこれを
さらに発展させ,コミュニティプラットフォームの機
能や運営⽅法,その普及や実装化を⽬的とする。

を図っていくことが有望である。公園は住宅地の⾃
然環境の確保,防災上の空地等物理的環境として住⽣
活の向上に資するだけではなく,コミュニティ形成の
場としても寄与していくことで⼀層の住⽣活の向上
が図られる。また,公園等の公共施設は管理運営に住
⺠の参加を得ていくことにより⼀層地域に根差した
利⽤が促進され,その⾯からも住⽣活の向上につなが
るものである。
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2. 本実践研究の仮説と主要な概念
2.1 仮説―コミュニティ再⽣の新たな⽅法

従来のコミュニティ再⽣の取り組みでは,⾏政が各
活動主体個々への⽀援を⾏うことが中⼼となってい
た。また⽀援の対象は,例えば市⺠活動,介護等の福祉
関連団体,町会等の地縁組織等,対象別に縦割りで実施
されがちで,どちらかといえば「不⾜するものを補っ
ていく」という考え⽅であった ⽀援メニューは助

空間の使⽤がそれにより不許可になったという経緯
もあった）。この活動は多様なまちの資源を「ご
ちゃまぜ」に⼀堂に会して可視化する,いわば「⾒本
市」であり,それらをそこに集ったみんなで（活動主
体,プラットフォーム運営主体,⾏政や商店会等の他セ
クター,そして住⺠も）シェアすることが活動の主眼
であることを鑑み,活動名を変更した。

ていく」という考え⽅であった。⽀援メニューは助
成⾦やイベント,ワークショップが中⼼で,⼀過性に終
わることが多く,市⺠もそれの利⽤者で留まる傾向が
ある。

本実践活動の取り組みではこうした状況を踏まえ,
縦割りを超えた横断的な活動が可能な「住⺠」が主
体となって,不⾜しているものを補うのではなく,「ま
ちのなかにすでにある多様な資源（活動や活動主体,

2.4 概念③―創発
國領（2011）⽂3)によれば,創発は⼀般的には「あ

るシステムにおいて,その部分の総和とは異なる性質,
特徴が,システムの全体において現れる現象」
（Luisi,2006）とされる。社会システムでは,アダ
ム・スミスの「神の⾒えざる⼿」のように,様々な⽬
的を持った多様な⼈々がおのおの⾃由に取引を⾏う

場所等）やその種」を発掘して最⼤限に「活かして
いく」という考えに基づいて⾏う。⽅法としてはコ
ミュニティプラットフォームを形成し,そこから創発
が⽣まれて持続的発展的にコミュニティを再⽣する。
住⺠も利⽤者に留まることなく主体的に「当事者」
として参加することが期待される。

2 2 概念①―コミュニティプラットフォーム

ことで市場全体の需給を均衡させるメカニズムが創
発だと説明される。

國領（2011）⽂3)は,プラットフォーム上で⽣じる
創発概念は「複数の主体が相互作⽤することで,必ず
しも予測できない付加価値が⽣み出されること」と
定義している。そこで「創発型まちづくり」を「相
互作⽤のある活動主体や住⺠が集まると,それぞれの
単純な総和にとどまらない活動が相互作⽤によって2.2 概念①―コミュニティプラットフォーム

⼈びとの社会関係の⼀側⾯として「⾃助，共助，
公助」と分類される中で，コミュニティとは「共
助」を対象とする概念である。それらは⼀定の共通
の基盤を共有する集合体で,例えば，地域社会もまさ
にそうである。

地域社会の中には,趣味サークル,清掃や介護のボラ

単純な総和にとどまらない活動が相互作⽤によって
現れる活動」と定義し,本実践活動の概念図を以下に
⽰す（図2-1）前掲。

3．CPの形成と活動
筆者らの実践研究におけるCPの形成を段階ごとに

辿る。下記の通り（表3-1）前回の実践活動を第⼀段
ンティア活動及び⼦育て世代のグループ,さらに地縁
組織である町会⾃治会や⺠⽣委員等,様々な活動が重
層的に展開されている。しかしそれらの活動の多く
は可視化されていないことや,活動の結節点というよ
うなハブ機能がないために,住⺠からの認知度の不⾜,
新規参加者の獲得の困難さ及び相乗効果が発揮でき
ないなどの課題がある。また,伝統的な地縁組織の町
会⾃治会と市⺠活動との連携 若い世代の地域への関

表3-1 段階別CP内容

段階,今回の実践を第⼆段階,主査によるそれ以前の宮
前まち倶楽部での活動を第0段階とする。

時期 活動目的 CPの内容

第0段階

(2012-2016)

まちの資源を意図

的に結び付けよう

とする。

個別主体に呼びかけ,紹介しあう。

CP以前の活動。

会⾃治会と市⺠活動との連携,若い世代の地域への関
わり,新旧住⺠の交流は地域コミュニティのかねてよ
りの課題となっている。

コミュニティプラットフォーム（以下「CP」）と
は,地域の多様な活動主体や組織が横断的に情報を交
換,共有し,意⾒交換及び合意形成等が図られ,有機的
なつながりによって地域社会を共創していく仕組み

3.1 これまでの活動の経緯（2012年〜2018年）
主査が代表を務める宮前まち倶楽部が第０段階に

発掘したまちの資源を⼟台に,第⼀段階ではCP

第一段階

(2017-2018)

まちの資源が一堂

に会する場を共創

し,その後は創発

に任せる。

CP＝まちかどマルシェ／担い手＝

miyamaeぷらっと

第二段階

(2019-2021)

CP＝資源発掘＋まちかどシェア／

担い手＝プラットフォーマー

である。

当初筆者らはCPを「まちかどマルシェ」として捉
えたが,実はそのイベントは当⽇だけで成り⽴つもの
ではなく,⽇々のまちの資源発掘活動とそれを通じて
得られたまちの活動主体や区⺠との信頼関係があっ
て初めて成⽴する。そこでその担い⼿を本実践研究
より「プラットフォーマー」と呼び 資源発掘の⽇常

『miyamaeぷらっと』を発⾜し,公共空間である公園
でそれら資源が出展・出店する「まちかどマル
シェ」を８回開催した。その結果,参加者間で,また他
セクターから参加主体への,様々な働きかけが起こり,
創発的につながりや連携,マルシェ以外の場での活動
や事業機会等へと結びついた。

しかしCP「miyamaeぷらっと」を構成する団体により「プラットフォーマー」と呼び,資源発掘の⽇常
的活動と数か⽉に⼀度のイベント両⽅から得られる
資源を基盤とする仕組みをCPと捉え直した。

2.3 概念②―まちかどシェア
CPの捉え⽅の移⾏に伴い,「まちかどマルシェ」と

いう名前を「まちかどシェア」と改めた（「マル
シェ」という⾔葉が商品売買のイメージが強く,公共

しかしCP「miyamaeぷらっと」を構成する団体に
は2つあり混在していた。
『プレーヤー型』：テーマやコンテンツを持って活
動し,発掘され可視化され,他団体や主体と「つなが
る」ことに主眼がある団体

『マネジメント型』：資源を発掘し可視化させ,多様
な活動を「つなぐ」ことに主眼をおく団体
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していけるかが活動成果を⼤きく左右する。プラッ
トフォーマーとして宮前まち倶楽部では,⽇常的な資
源発掘活動を以下のような⽅法で実施した（表3-2）。

住⺠として現場に⾜を運び,各主体と関係性を築く
うちに分野やセクターを超えた⼈々と知り合い信頼
が醸成される。コロナ禍ではオンラインのミーティ
ングやワークショップにも積極的に参加することも

プレーヤー型は当然のことながら⾃らの活動を充
実させ発展させていくことが重要であるため,そこか
ら新たな主体の発掘へとはつながらず,プレーヤー型
団体の固定化や同じ分野で活動するプレーヤー間の
ライバル意識等,CPマネジメント⼿法が確⽴されてい
ないことによる各種課題が浮上した。

3 2 CPとプラットフォーマー ングやワークショップにも積極的に参加することも
重要だ。

2)プラットフォーマーが⼤事にすべき姿勢
コロナでイベント等が中⽌となる中,書籍⽂献調査

からより効果的なCPの在り⽅を抽出し,実践活動で得
られた経験に照らして検証し,まちの⽬利きとしてプ
ラットフォーマーが持つべき視点や姿勢を検討した

3.2 CPとプラットフォーマー
以上を踏まえ, 第⼀段階終了後「miyamaeぷらっ

と」を⼀旦解散し,メンバーをマネジメント型（以下
「プラットフォーマー」と呼ぶ）と,まちかどシェア
への参加を主⽬的とするプレーヤー型に分け,第⼆段
階のCPの枠組みを以下のように作り替えた（図3-1）。
今後はプラットフォーマーとして「宮前まち倶楽
部」が主体となってCPを運営することとなった。

表3-3 プラットフォーマーの持つべき姿勢・視点

（表3-3）。

「住民として」まちの姿を希求する

プレーヤー型主体やまちとの信頼を築く

誠実で公平な姿勢を貫く

コミュニケーションを大事にする

図3‐1 本実践活動の枠組み及び参加主体

1)プラットフォーマーによる資源発掘と信頼の醸成

異なる背景の多様な活動やプレーヤーの価値を知る

セクター間の協働を常に視野にいれる

継続のふんばりと変化に柔軟に対応する

国内外の事例調査を含め常に学び続ける姿勢を持つ（Act

locally, think globally）（虫の目鳥の目）

表3-2 資源発掘の⼿法

3.3 まちかどシェア等の実践

1)まちかどシェアの開催(2019年7⽉-2019年12⽉)
まちかどシェアをプラットフォーマーが企画し,プ

レーヤー型の団体と共に開催した。

まちかどシェアへの分野別参加団体数（プレー
ヤ 型・マネジメント型）とその内容を以下に記載

一住民として地域活動（町会の公園清掃,ボランティアと

して市民活動,公園体操等の各種イベント等々）に参加

日常的にウオーキングを行いまちの様子や変化を知る。

HP＋フェイスブック（FB）等に「まちニュース」「ま

本活動は地域活動を⾏っている活動主体（⼈的資
源）をどれだけ知り,彼らとの信頼をどう育み強固に

ヤー型・マネジメント型）とその内容を以下に記載
する（表3-4）。「マイクロビジネス」とは,⼦育て
世代ママたちのハンドメイト作品の販売や地元イラ
ストレーターによる似顔絵等,⾃らのスキルで極⼩ビ
ジネスを興そうとしている住⺠を指す。郊外住宅地
の今後を考える際,マイクロビジネスが成⽴し発展す
ることがコミュニティにとって⼤切だと考え,参加を
⽀援している。

HP＋フェイスブック（FB）等に まち ュ ス」 ま

ち学」「まち楽」等のタイトルでそれらを発信。

個人商店等を利用し店主と気軽に話せる関係性を築く。

公共施設等に置かれている広報誌やチラシにくまなく目

を通す。

地域住民の声を拾うために祭りなどのイベントで「アン

ケート」を実施。住民が何を地域に求めているかを把握

する。

) ジ ダ

いずれのまちかどシェアにも多様な世代が参加し
た。そこでの参加者間の会話や様⼦から,プラット
フォーマーにはこのまち固有のニーズへの気づきが
数多く得られ,それが資源発掘の際の⼤きなヒントに
なるという好循環が起こり,CPの充実へとつながった。

HP(FBに連動)に「ジモトイベントカレンダー」コーナーを

設ける。イベント主催者誰から,営利・非営利を問わずチ

ラシの掲載を受け付ける（FBは主催者自らも自由に登録

できる）。これらイベントに市民として参加して資源を

発掘。

「人的資源発掘ワークショップ」を開催。まちの活動主

体たちに参加してもらい,区内の面白い人,活躍している人

等を発掘し,その人たちの活動現場等にでかけ話を聞く。 表3 4 まちかどシェア分野別参加⼈数及び概要等を発掘し,その人たちの活動現場等にでかけ話を聞く。

HPに「ストーリー」コーナーを設け,活動主体にインタ

ビューでじっくり話を聞き,活動等を紹介。

地域の基層文化を学ぶ。宅地開発前の地域の様子や住民

／文化の地層を知るための足掛かりとして,農家を支援し

ている市民団体から農家を紹介してもらい,農作業を手伝

いつつ本音の話が聞けるような関係性を築く。地域の風

土,人の地層や思いを大事にする。

市民

活動

ﾏｲｸﾛ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
商店

地縁

組織
行政

区民

有志

9月

参加数
4 5 1 0 1 0

12月

参加数
3 5 3 0 0 0

表3-4 まちかどシェア分野別参加⼈数及び概要
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日

時
2019年9月14日10-16時

場

所

①

鷺沼駅前住まいと暮らしのコンシェルジュデッキ：ママ

たちのハンドメイド作品販売,農の応援隊による区内農

家の朝採野菜の販売

場

所

②

東急フレル入口横スペース：ダンボール図書館の本の交

換会,認知症本まちかどライブラリーや紙芝居,終活井戸

端会議 まちかどカ② 端会議,まちかどカフェ

当

日

の

様

子

・初めて駅前の二か所で実施した。場所の間は道路を隔

てて30メートルほどの距離である。現場はそれぞれの

活動は見えず,孤立感を味わった参加者もいた。まちか

どシェアの規模は大きいことが良いことではなく,それ

ぞれの参加者が相互に充分可視化しあい会話が生まれる

規模であることの重要性を実感した。

・多世代の参加により会話が弾んでいた。

開催後区役所の職員から「地域のつながりによっ
て区役所内の連携も進めていただいているような気
がします」とのメールを頂戴し,その後実際に区役所
内 部署間 年 ⽉実施 町会と宮前まち倶楽

多世代の参加により会話が弾んでいた。

・スーパー入り口横の場所は,買い物客が多く「何です

か？」と聞いてくれる人も多く可視化には最適だ。駅改

札に近いと電車の乗降目的で急ぎ足の人も多いが,買い

物をした後のホッとした気持ちからかゆっくり本を眺め

,話をしていく人も多かった。

・川崎市の有名老舗書店の店長が本のシェアをやってい

ると聞いたと訪れてくれた。書店にとっては本のシェア

は本が売れな から イバ なりますかと尋ねたと

写真3-2 狭い空間にいくつもの活動が盛り込まれる

日

時
2019年12月14日10-16時

場 鷺沼駅前住まいと暮らしのコンシェルジュデッキ：ダ

表3-5 まちかどシェアオンライン分野別参加⼈数及び概要

内の部署間で2022年12⽉実施の町会と宮前まち倶楽
部が共催する公園のまちかどシェアには,区役所の４
部局の若⼿職員が参加することになり,連携が実現す
ることとなった。

は本が売れないからライバルになりますかと尋ねたとこ

ろ,今の子どもは親と書店に行く経験をしないため幼少

時に本に馴染む機会がない。まちのなかで本を手にとる

機会が得られることは書店にとってもありがたい,とい

う返事で,考えさせられた（写真3-1）前掲。

市民

活動

ﾏｲｸﾛ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
商店

地縁

組織
行政

区民

有志

所 ンボール図書館による本の交換会 ,鷺沼商店会アン

ケート＋ガラガラポン,子育てママのハンド作品販売,
似顔絵

当

日

の

様

子

・狭い空間に多様な内容が詰まった場となり（写真3-

2）,クリスマス向け商品や商店会によるガラガラポン

等で賑やかだった。商店会からの人数が足りずアン

ケートやガラガラポンの景品を渡すのをハンドメイド

作品で出店したママたちが手伝 た 不足分を相互が

10月

参加数
3 0 2 0 4 2

6月

参加数
4 0 3 0 2 6

日

時

① 2020年10月31日13:00-16:30

② 2021年６月５日 13:00-16:00
① 鷺沼駅前住まいと暮らしのコンシェルジュ二階

子 作品で出店したママたちが手伝った。不足分を相互が

協力しあって埋めることで会話が弾んだ。完璧に準備

できない住民主体の活動だからこそ協力が生まれ,当

事者意識が育まれていく。

・似顔絵描きが大人気。高齢者が自分を,ペットの絵

を,子育てパパママが子供を,また海外の方が写真を

もってきてそれを絵にしてほしいとの依頼もあった。

①

②

の

内

容

鷺沼駅前住ま と暮らしの ンシ ルジ 階

１部：活動主体はどうやってまちへの第一歩を踏み

出したか（パネリスト４名によるフリートーク）

２部：中継：Tida’s house,図書館,まち協理事等。動

画再生:おしゃべりガーデン,商店会等店舗紹介,公園

体操等

３部：まちについての視聴者との自由トーク

当 ・オンラインでは多くの人の視聴は望めないと思っ

たが ど もイベ が中止するなか 宮前 活2)まちかどシェアオンラインの開催
(2020年６⽉-2021年10⽉)

思いがけないCOVID-19のパンデミックで,3⽉に予
定していたまちかどシェアを中⽌した。筆者らはそ
の間に多くの書籍や⽂献を読み,様々なまちづくりオ
ンラインワークショップ等にも積極的に参加した。
その経験からオンラインのメリットを⽣かし,区内各
所の現場を同時に中継して繋ぎ区内の活動を紹介す

日

の

様

子

ていたが,どこもイベントが中止するなか,宮前区で活

動している主体の主要メンバーが視聴してくれ,非常

に有意義な内容となった。

・今回初めて,区民有志（①２名,②この２名に大学生

と新社会人２名の計４名）が運営に加わった。プ

レーヤー型ではなくマネジメント型に興味を持つ人

材を発掘した最初の出来事である。

・マネジメント型志向の有志の出現に伴い,２回目の所の現場を同時に中継して繋ぎ区内の活動を紹介す
る「まちかどシェアオンライン」の開催をプラット
フォーマーと企画,実施した（表3-5,写真3-3）。

区のまちづくり協議会や区役所企画課も動きがと
れないことの打開策として運営に参加したことで,ま
ちかどシリーズ始まって以来初めての,市⺠,⺠間（商
店会等）,⾏政の３セクターが協働開催となった。

ネジメント型志向の有志の出現に伴い, 回目の

まちかどシェアオンラインからは様々な人々がマネ

ジメントに参加できるように「まちかどシェア実行

委員会」を新設。宮前まち倶楽部のメンバーも参加

し,今後まちかどシェアの運営をある程度実行委員会

で進める取り組みを始めた。新たなプラットフォー

マー育成の取り組みだ。

・２回目のまちかどシェアオンラインはITスキルの

優れた区民有志 参加により まちかどシ チ
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優れた区民有志の参加により,まちかどシェアチャン

ネルをyoutubeに設け,まちかどシェアオンラインの

コンテンツを誰もがいつでも地域情報としてみるこ

とができるようになった。

3)町会との公園ミニマルシェ（2021年12⽉）
2021年12⽉５⽇に,これまで３年間かけて信頼関

係を育んできた町内会と 遂に町内会主催の清掃活動係を育んできた町内会と,遂に町内会主催の清掃活動
の後に,町会と宮前まち倶楽部共催の「公園ミニマル
シェ（まちかどシェア＠公園）」を開催した（表3-6,
写真3-4）。

今回は,まちかどシェアの本来の⽬的「地域の様々
なプレーヤーを分野横断的に公共的空間に会し,可視
化することで,新たなつながりや活動等の創発につな
げる」に加え,地縁組織と市⺠活動団体の共催によっ 写真3-3 まちかどシェアオンライン当⽇げる」に加え,地縁組織と市⺠活動団体の共催によっ
て,個別には越えられない課題の解決につなげること
であった。

実施後「町会が⼀番リーチしたいが届かなかった
未就学児の親世代。(市⺠活動団体と)協⼒することが
新たな道となる」（タウンニュース,宮前区版,12⽉
17⽇号）と町会⻑が期待を語っていた。

また,川崎市が運営するコミュニティチャンネル
（以下URL）でも紹介された（以下URL）でも紹介された。
https://www.youtube.com/watch?v=y-kEX71ZWn8

公園ミニ

マルシェ

参加数

市民

活動

ﾏｲｸﾛ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
商店

地縁

組織
行政

区民

有志

3 5 1 1 ４ 12

表3-6 町会との共催まちかどシェア分野別参加⼈数及び概要

3.4 他地域での実践
本実践研究の仮説と得た知⾒を活⽤して本研究会

委員がまちづくりコンサルティングを⾏っている新
規住宅地「⼋王⼦みなみ野シティ結びのまち」（以
下「結びのまち」という）の事例について述べる。

日

時

2021年12月5日（快晴）

公園清掃9:00-11:00,ミニマルシェ11:00-14:00
場

所

内

容

宮崎台「おちば公園」（街区公園）

町会案内ブース,防災パネル展示,手作り品販売コー

ナー,わらべ歌＋読み聞かせ＋子育て相談,まちかどラ

イブラリー（図書館から除籍本の提供）,まち情報

コーナー（地域包括支援センター,地域の歴史団体等

の紹介） 町会内の花地図展示 クリスマスツリー等

写真3-4 ⼤⼈気だったわらべ歌と絵本の読み聞かせ

の紹介）,町会内の花地図展示,クリスマスツリー等

当

日

の

様

子

・町会主催の清掃が9時から。初めて小学生がたくさ

ん清掃に来てくれた。ミニマルシェがあるからと子

ども会からの声掛けがあったことがわかった。

・２メートル四方のブルーシートの上に未就学児が

わらべ歌と読み聞かせに集まり,その周りに置かれた

丸椅子にシニアがそれを眺めながらニコニコと座っ

てひなたぼっこをしていた。自然な形で多世代がの

資源の発掘と可視化：
約２年間周辺地域の魅⼒や課題を調査し,関係者で協

議を重ね,地域の魅⼒や関係予定者を予め発掘した。こ
のまちでの暮らしを想像できるように公⺠学連携のプ
ラットフォームを構築しそれを可視化した（図3-2）。

公共空間の活⽤：
んびりと同じ空間をシェアしている姿が多くの人の

目をひきつけた。こんな暖かい柔らかい空間が欲し

かったと,その後地域の様々な方から声がかかった。

・手作り品の出店者も,小学生が買いやすいようにと

クリスマス飾り等に破格の50円,100円といった値段

をつけ,子どもたちを喜ばせてくれた。

・アンケートは101人の回答を得,来場者の54％が30
～40代 町会の未加入者が52％で 町会が望んでいた

まちの中の共有空間「クラブハウスころりん」（以下
ころりん）及び隣接の⼩⽐企町の住⺠専⽤農地「もぐも
ぐファーム」の2か所を公共空間に⾒⽴て,「まちの資
源」の可視化の場とした。ころりんには,当該委員が設
計する際に,ライブラリーを中⼼に交流を⽣み出す空間
として「10の場」（座り場,眺め場,囲い場,陰り場,灯り
場,話し場,巡り場,⾷場,洗い場,安⼼の場）を設けた（写
真3 5）～40代,町会の未加入者が52％で,町会が望んでいた

ターゲットへのリーチができた。若い子育て世代か

らは,事前に知らせてもらえれば,当日の準備などは子

どもも一緒に来て楽しめるし,手伝いますよ,との嬉し

い声が聞かれた。

・他の複数の町会長が見学に来て,自分たちの町会で

もぜひやりたいとの感想をいただいた。

・区民有志,区役所の複数部署が支援に駆け付けた。

真3-5）。

公共空間での活動：
「ころりん」と「もぐもぐファーム」を運営するプ

ラットフォームを⽴ち上げ,住⺠による管理組合設⽴ま
での期間,開発業者がプラットフォーマーとしてタウン
マネジメントを実施。市内在住のすまい・コミュニティ
マネージャーが週４⽇ころりんに常駐し,Newsletterを
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発⾏。SNS配信,学校連携等を実施するなかから創発的
に建築学科学⽣と⼊居者（建築⼠）との設計ワーク
ショップが発⽣。もぐもぐファームの収穫体験会（写真
3-5）やグリーンウォーク（植栽管理ボランティア）が
きっかけで住⺠管理組合役員へ7名が⽴候補（5名定
員）,管理組合設⽴前に住⺠交流が⽣まれている。結び
のまちは今まさに⼊居者が増え,その中から積極的なプ
レ ヤ が現れ創発的な交流が⽣まれることが期待されレーヤーが現れ創発的な交流が⽣まれることが期待され
ている。

写真3-5 左「ころりん」内住⺠寄贈ライブラリーと縁側テラス
右 もぐもぐファーム収穫体験会

図3-2 結びのまち「公⺠学連携プラットフォーム」

4．本実践研究の仮説の検証
CPを形成しプラットフォーマーが中⼼となって,多

セクタ の多様な主体が参加することで様々な創発セクターの多様な主体が参加することで様々な創発
を⽣む場を創ることにより,コミュニティの再⽣が図
られるという図式(図4-1)について,以下アンケートや
他地域への視察を通じて検証する。

4.1 参加団体等へのアンケート
「まちかどシェア」に参加した41の関連団体にアン

図4-1 実践研究の検証

ケートを依頼し,31名（プレーヤー,マネジメント型,
区⺠有志,⾏政,商店会,コンサル）より回答を得た。
その回答から,以下の通り,多様なプレーヤーが顕在化
される場を共創したことで,創発が起こったことが確
認できた。
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1)参加したことで,新しい⼈や団体と知り合い,新たな
つながりや活動が⽣まれるきっかけになりましたか?

「はい」の場合,それは具体的にどんな内容ですか?（
その主たるものは以下の通り。

4.3 様々な連携
まちかどシェアを起点に様々な連携や新しい活動

が誕⽣した。その事例をいくつか紹介する。

1)⾏政との連携：

はい 86.7% いいえ 13.3%

知り合い,友人ができ,交流が生まれた（11人）
自分たちの活動への入会者があった

まちかどシェアを複数回見学した宮前区役所の町会自治
会担当職員が,子育て世代が生き生きと参加しているのを
見て 町内会役員の高齢化と若い人の町内会未加入問題の自分たちの活動への入会者があった

参加していた他の団体の活動に参加した
参加していた他団体メンバーに仕事を依頼した
これまで知らなかった区内の活動を知った（5人）
参加していた他の団体とその後コラボした（2人）
参加時購入してくれたお客様と今もつながっている
一緒に仕事をする仲間ができ,実際に仕事を始めた

2)まち倶楽部とは何をする団体でしょう？（図4-2）

見て,町内会役員の高齢化と若い人の町内会未加入問題の
解決に向け,宮前まち倶楽部に以下を依頼：宮前区全町内

会自治会連合会と宮前区役所が新たに制作する地域活動促
進情報サイト「ご近助さん」に子育て世代の視点を盛り込
み,若い世代に町会に興味をもってもらうための企画提案。
そこで,これまでまちかどシェアで信頼関係を築いてき

た40代の多様な活動主体を「コンシェルジュ」として推薦
し,町会等のイベントを取材,サイトに記事をアップする企
画を提案。それが採用され,そのコンシェルジュチームを

宮前まち倶楽部が運営することとなった。ご近助さんサイ
ト：https://www.miyamae-gokinjosan.com

現在９名のコンシェルジュが区内９地域をカバーし,町
会等を取材,町会が地域の縁の下の力持ちとして果たして

いる役割が可視化される記事をこの２年間で数十本アップ
した。コンシェルジュ自身にも町内会に対する大きな意識
変化が生まれ,新たな地域の創発を生むことが期待されて
いる。

町会が敬老の日の祝賀菓子にコンシェルジュのアイデア
を採用したり,コンピュータ修理をコンシェルジュに依頼
したり 町会の催しにコンシ ルジ やその友人を講師と

2)区民有志との連携：

まちかどシェアは,本実践研究の主査が代表になっ
ている宮前まち倶楽部がプラットフォーマーとして
他団体と共催し 本研究会の委員はオブザーバー的裏

したり,町会の催しにコンシェルジュやその友人を講師と
して招くなど,高齢の地縁組織の役員と,若い市民活動主体
との様々な連携の芽もすでに出始めている。

駅前広場で開催中のまちかどシェアに立ち寄った40代の
子育てママが,若い世代のハンドメイド作品をシニア世代
の女性が楽しそうに話しながら購入しているのをみて,シ
ニア層に喜んでもらえる場所を若い世代が企画したいと相
談に来られ,まちかどシェアのノウハウを伝えた。その後

3)宮前区まちづくり協議会との連携：

他団体と共催し,本研究会の委員はオブザ バ 的裏
⽅の役割を担ってきた。地域の⼈は多くの場合,宮前
まち倶楽部からの呼びかけでまちかどシェアに参加
しており,そのため宮前まち倶楽部はまちかどシェア
をやっている団体,すなわちイベント団体だと捉えら
れているのではないかと推測していた。

しかし「地域の⼈々をつなげる」や「まちづく
体だ 答 が ぼ半数 驚

談に来られ,まちかどシェアのノウハウを伝えた。その後
彼女は自力で特別養護老人ホームのスペースを借り,地域
包括支援センター職員の協力も得て,「エンジョイ・シニ
アの大文化祭」を開催した。

2020年10月のまちかどシェアオンラインに協議会の理
事長がパネリストの一人として参加した後,区内を中継で

結んだその手法をまちづくり協議会のイベントでも活かし
たい,地域で活躍している人を紹介してほしいと相談に来

4.4 プラットフォーマーの重要性：他地域の視察
本実践研究の⼀般性を検証し,実践的な知⾒を得る

ため,2021年7⽉24⽇から26⽇に徳島県でユニークな
まちづくりを展開している,⼈⼝5000⼈に満たない⼩

り」団体だと答えた⼈がほぼ半数いたことに驚いた。
回答者がまちかどシェアへの参加後,他のプレーヤー
と様々な形でつながったことから,そのきっかけをつ
くった宮前まち倶楽部を「つなぐ団体」と認識した
と考えられる。

4.2 まちかどシェアへのセクター別参加団体数
以下の表4-1は実践研究の2017年９⽉から2021年

た ,地域で活躍して る人を紹介してほし と相談に来
られ,『リレートーク「宮前未来語り」』{2021年２月27
日}として実現した。

表4-1 セクター別参加団体推移

さな町「上勝町」「神⼭町」の2町を視察した。

徳島市内から⾞で１時間ほどの中⼭間部にある両
町は共に,少⼦⾼齢化による⼈⼝減少,かつて主産業で
あった林業の衰退,それらが総合的に関連しあってコ
ミュニティの活⼒が失われてゆくという,⽣活の質が
⼤きく損なわれていく課題を抱えている。

以下の表4 1は実践研究の2017年９⽉から2021年
12⽉までのセクター別参加団体数の推移である。当
初市⺠活動団体と商店会等に限定されていたものが,
多様なセクターへと広がり,今では⾏政や地縁組織,区
内の市⺠有志を含む,多様なまちの資源が網羅的に参
加している。

この課題を解決するために,上勝町においては地域
資源を商品化した葉っぱビジネス,ゼロ・ウェイスト
センターの開設など,神⼭町においてはNPOグリー
ン・バレーのまちづくり活動,サテライト・オフィス
の誘致,神⼭まるごと⾼専の開校（予定）など,様々な
⼯夫がされてきた。
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5. まとめ：４つのキーワード

5.1 可視化
第⼀段階で公園や駅前等の公共空間でまちかどマ

ルシェを全11回開催したことにより,この企画は,区内
のまちづくり・市⺠活動・地域活動等に携わる⼈々
や団体,⾏政,商店会等に広く可視化され,注⽬される
ようになった 前実践研究報告では プレーヤー型団

表5‐2 まちかどシェアに望ましい規模感と仕組み

一目ですべてが見渡せる程度の規模（場所の分散はしな
い）

テーマごとに一団体・プレーヤーにする

出展料はとらず 利益を得た人はまちかど基金に 部を寄付

今後も多様な公共空間で実施し,場所の特性と成果
を明確にし,規模や仕組み（表5-2）をさらに検討し
たい。

ようになった。前実践研究報告では,プレーヤー型団
体がまちかどシェアに参加することで,どのように相
互に有機的に結びつき,活動の幅を広げたかを明らか
にした。

⼀⽅,本実践研究では,上述したように,様々な働き
かけが予想を超えてマネジメント型主体である宮前
まち倶楽部に持ち込まれた。これはマネジメント型

出展料はとらず,利益を得た人はまちかど基金に一部を寄付

準備の打合せにはプレーヤー／マネジメントの全員が参加

当日の準備は参加者全員が実施

イベント出展者ではなくイベント共創者という意識の醸成

5.3 資源発掘

の活動が広く必要とされていることを物語る。

⼀般的にはマネジメント型は中間⽀援組織と呼ば
れるが,その多くが⾏政主導であり,かつ⽀援対象が市
⺠活動団体であるのに対し,本実践研究は市⺠主体の
CPとして,セクターを超えた活動を対象とすることが
できるという意義が確認できた。地域のまちづくり
課題に住⺠主体のCPマネジメントのノウハウは⼤き

1)マネジメント型志向の区⺠の存在
今回の実践ではマネジメント型志向の⼈的資源の

存在が確認できた。マネジメント型に興味がある
⼈々は仕事を持っている⼈が多く,具体的な活動テー
マを持っているわけではないため,まちの活動への⼊
り⼝がわからなかったという。コロナ禍のテレワー
クで地域にいる時間が⻑くなった⼈たちのなかにも
多く存在していると想像される 地域活動への担い課題に住⺠主体のCPマネジメントのノウハウは⼤き

く貢献できる可能性がある。

また,可視化によって⼈々のニーズがつながること
も実感できた。ニーズは活動についてか,個⼈的な気
持ちについてかは様々だが,いずれのニーズが満たさ
れるのであってもそれはより安⼼のできる地域コ
ミュニティの形成につながっていく。

多く存在していると想像される。地域活動への担い
⼿探しにおいては,プレーヤー型とマネジメント型そ
れぞれ個別のアプローチが必要だということがわ
かった。

2)地域の多様な地層
数多くの⼈や団体と出会い関係性を構築していく

なかで,宮前区の「⼈的地層」が⾒えてきた（表5-

5.2  公共空間
本研究は公共空間をCPによって⼈の⾏き交う賑わ

いのある「まちかど」に変える仕組みである。それ
にふさわしい場所として以下(表5-1)を検討した。

表5-1 公共空間⽐較

3）。

江戸時代からの農家。神社の氏子や「講」を今も実践

し,祭事等を支えている。今も農業を続けている人々も

多い。

戦争中陸軍が接収していた土地を譲り受けた人々。不

動産業を営む人が多い。

農家（草鞋親）から直接土地を分けてもらった人々。

公園 公園利用を一介の区民が,管理団体となっている町会等に

もちかけても概ね断られる。空間的にはまちかどシェア

を実施したなかで最もゆったりと過ごせ,会話が最も弾む

空間だ。若い世代が多く集う公園は,未来の地域活動の担

い手に可視化される場としては最適だ。公園の効果的な

管理の在り方,また町会と市民活動団体との連携が起こる

ことが望まれる。

神社の氏子や講にも入っている。

多摩田園都市を東急電鉄が開発した際に移り住んだ

人々（1960年代後半からの専業主婦世代）

開発時社宅が数多く建設され,そこに当初は住み,その後

同じ地域で分譲住宅やマンションを購入して住んでい

る人々

ここ20年ほどで急速に増えた新規の分譲マンションに

住んでいる人々（共働き世代）駅 前

広場

電車やバスに乗る目的のために人が忙しく行き交う場所

で,まちかどシェアが目に入らないことも,時間なく立ち

去っていくことも多いが,多世代が行き交うという意味で

は大きな可視化効果がある。地域の活動やプレーヤーを

知らない住民には,駅前広場で粘り強く開催し続けること

が有益である。

店 舗

脇

一般住民の認知を得るという意味では絶好の場所である。

スーパー等との繋がりづくりが大きな課題だが,スーパー

郊外ニュータウンは⼤きく分けてもとの居住者
（旧住⺠）と新しく⼊居してきた⼈々（新住⺠）で
構成されている。旧住⺠には地域で培われた⻑い歴
史を持つ⽣活⽂化があり,新住⺠にも現代の都市的⽣
活⽂化がある しかし 郊外ニュ タウンは⼈⼝が圧

住んでいる人々（共働き世代）

駅周辺に増えてきた賃貸マンションに住む学生や若い

共働き世代,単身世帯

脇

空間

ス パ 等との繋がりづくりが大きな課題だが,ス パ

や商店も実は市民との連携を模索しているところも多い

ことが実践を通じてわかっており,可能性は無では全くな

い。

市 民

館

広場

公共施設では商店や農家はもちろんのこと,子育て世代の

ママたちのマイクロビジネスでさえも営利活動と認識さ

れて参加できない。公共施設利用における営利非営利の

再定義が必要だ。

活⽂化がある。しかし,郊外ニュータウンは⼈⼝が圧
倒的に多い新住⺠の⽣活⽂化が主導権を握ることが
多く,旧住⺠とその⽣活⽂化は⾒逃される場合が多い。
これが郊外ニュータウンの⼀体的コミュニティの形
成を阻害する。いわゆる「新住⺠と旧住⺠との断
絶」「町内会役員の⾼齢化」「若い世代の地域への
無関⼼」等の課題は,このすき間を埋める取り組みに
も解決⽅法が隠されているようだ。
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具体的には,「旧住⺠と新住⺠の断絶」における旧
住⺠の思いとは,旧住⺠の農家から仕⼊れた「朝採野
菜」等を買い求める新住⺠は消費には興味を向ける
が,郊外地開発前の作法や⾵⼟にほとんど関⼼を⽰す
ことがないという無⼒感。開発され道路が敷かれ,ア
スファルトの下に追いやられた⾃分たちの基層⽂化
への誇り,社寺を護っているのは⾃分たちだという⾃
負 こうした気持ちを新住⺠にどうシェアすればい

また地域の住⺠として活動するからこそ,その地域
固有の暮らし全体に関わる多様なプレーヤーを分野
横断的に包摂し,創発が起こりやすい「ごちゃまぜ」
の空間を創ることが可能になるといえる。

6．最後に
筆者らは公共空間を活⽤したCPによる地域づくり負。こうした気持ちを新住⺠にどうシェアすればい

いのかがわからない焦り。

そこで朝採野菜をまちかどシェアで販売する際に
は,その農家の成⽴ちや農家飯,初午や花祭り等の年中
⾏事も併せて紹介し,新住⺠に興味を持ってもらい,旧
住⺠との相互理解を深める機会を提供するなど,各地
層の⼈々の気持ちに丁寧に寄り添うことだ。圧倒的

筆者らは公共空間を活⽤したCPによる地域づくり
の⽅法論『まちかどシェア⼊⾨』の制作を2020年1
⽉より本格的に始動。毎⽉⼀度内容の打ち合わせを
開催。「HOW TO MACHIKADO SHARE まちか
どシェア⼊⾨」を制作した。今後さらに研究を深め,
まちかどシェアブックをさらに充実させていきたい。

に⼈⼝の多い新住⺠と,郊外ニュータウンを新旧住⺠
が互いを認め合い良さを活かしあう「郊外共同体」
として⽣成させたいと願い,筆者らは旧住⺠と定期的
に勉強会を開催している。

3)「地域固有」の資源
資源発掘活動が重要なのは 地域の特質に呼応した資源発掘活動が重要なのは,地域の特質に呼応した

地域固有の活動やプレーヤーがいるからであり,それ
を発掘することが地域のニーズに最も即した連携が
⽣まれる素地となるからだ。

宮前区は農業や地産地消の農産物を使った⾷育を
⽀援する活動の層が厚い。それは川崎市全7区のなか
で最も農地⾯積が広いからだ。また帰国⼦⼥の多い
地域であり,帰国⼦⼥⽀援やその親による活動団体等
の存在もこの地域ならではと⾔える。区内の⼀部が
戦時中陸軍に接収されていたから歴史研究のグルー
プも多い。

さらに,なぜ地域活動に参加する若い世代が少ない
のかについて,まちに積極的に参加している⼦育て世
代にヒアリングを実施した結果 彼⼥たちが地域に参代にヒアリングを実施した結果,彼⼥たちが地域に参
加しているのは,⾃分が「○○ちゃんのママ」や
「○○さんの奥さん」としてではなく,「○○さん」
個⼈として,⾃分の趣味や関⼼事によってつながりや
出番を持てたからだということがわかった。郊外住
宅地は⺟や妻などの役割による出番で括られること
の多い地域である。これもこの地域固有の資源「固
有種」と⾔えるだろう。個⼈としての出番をいかに
まちの中に作っていけるかが課題である。

5.4 プラットフォーマー
この⼿法の特徴は,この活動が⼀市⺠,あるいは市⺠

有志の誰でもが容易に取り組める活動だという点で
ある。まちづくりの先進的取り組みは得てしてモデ
ル地区に選出され資⾦が付与された地区で実証実験

＜研究主査＞
・辻 ⿇⾥⼦

宮前まち倶楽部 代表・⼯学修⼠

＜研究委員＞
・渡邉 秀樹

有限会社リノベイトダブリュ 代表取締役・⼯学修⼠
藤牧 功太郎ル地区に選出され資⾦が付与された地区で実証実験

的に実施されることが多い。しかしこの活動は資⾦
がなくとも,思いを持った市⺠であれば誰でも,地域を
歩き,⼈々と出会い,関係性を築くことでプラット
フォーマーになれる活動だ。

・藤牧 功太郎
新宿区役所・⼯学修⼠

・加藤 聖
（株）ミサワホーム総合研究所・⼯学修⼠

＊当実践研究報告普及版は『住総研 研究論⽂集・実践
研究報告集』No.48の抜粋版です。
参考⽂献は報告集本書をご覧ください。
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